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精神障害者の自助の心理教育プログラム「当事者研究」

の構造と精神保健看護学への意義

一「浦河べてるの家」のウェブサイト「当事者研究の部屋」

の語りのテキストマイニングより－

Structureof"Z1qﾉ紬αＫＥ城”(SelfHelpingStudy)”asaSelfPsychoeducational

ProgrambyPeoplewithMentallllnessandltslmplicationto

PscychatricandMentalHealthNursing

-ATextMiningAnalysisofThe“ｍＱｊ紬a-Ke7z的〃”ｏＨＥｙα(SelfHelpingStudyRoom)”
Websiteof“UrakawaBethelHouse"－
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(要約）

統合失調症などの精神障害者にとって病気からの回復に有効な心理教育プログラムとして当事

者研究がある．浦河べてるの家では，当事者の苦労を語り仲間とともに研究して解決策を探る当

事者研究を紹介するサイトを公開している．本研究の目的はこのサイトを分析することにより当

事者研究の語りを分析し，その特徴を明らかにすることであった．精神障害者の語りの分析には

テキストマイニングの手法を用いた．結果として「自分｣｢苦労｣「人｣｢仲間」｢病気」などの単語

が多用されていた．ネットワーク分析により。当事者が自分自身を取り戻す回復のために，仲間

とともに当事者研究によって考えるという特徴が明らかにされた．当事者の苦労を仲間とともに

取り戻すという回復の構造が確認された本研究の結果から，当事者同士による相互援助活動の重

要性が指摘された．また，ナラテイプ教材として，このサイトが精神保健看護学教育に利用でき

ることを提案した．
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